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大学紛争とは何だったのか

部編 集

を続けて記録をさらに延ばそうと鋭気の漆ってい
たときである｡しかしリーグ戦にかぎって言えば，
遡湊を続けて行くためには．かなりの苦戦が予想
されていた。日本協会の「協会誌」に，当時の西
日本学生レスリング連盟会長・松井清氏が，その
経緯を次のように講評している。

1．転換期に思う

堀江監督時代には，まだ「昭和45,46,47年度」
の３年間力渡っている。だが，その足跡をとどめ
ておく前に，「大学紛争とは何だったのか」を再
考しておきたい。この問題に応えるために恰好な
手記がある。「30周年記念誌」の伴義孝手記「転
換期に思う」をそのまま引くことにする。

◇
私が監督になったのは昭和48年度からである
が,その後の部活動を概括するには,堀江監督の範
囲と重複するかもしれないが，少々さかのぼる必
要がある。それはこの時代と期を異にして新しい
指導方針を立てなければならなかった背景を私な
りに受け止めたことについて，ご理解とご批判を
仰ぎたいからではある。

……戦前の予想では，個人個人を見た場合は昨

年度とほとんど同メンバーの近大かと思われま
したが，チームとしてみた場合は，まず第１に
関学の優勝で，あるいは組み合わせの都合では
同大とも思っていたのだが，一番実力に劣る関
大が優勝したことは，自力以上の力を発揮し，
やはり伝統の賜物としか思われない……。

それにもかかわらず，監督と選手の奮闘ならび
にOB諸氏の支援で９連勝をものにした。秋には
余勢を駆って10連勝を飾ったのである。
昭和44年は数名のポイントゲッターを卒業させ
さらに戦力低下をきたしたのである。が，この年
も監督と選手の奮闘ならびにOB諸氏の支援で春
秋を勝ち抜き12連勝を達成した。同じく松井清氏
によれば，春は次のような戦力状態であった。

敬 意
私は，昭和43年に関西大学体育教員として就職
すると同時に，関西大学レスリング部のコーチの
一員となることを仰せつかった。当時は，噺ﾛ３９
年の春季リーグ戦（故村山栄治主将の時）以来，
西日本学生レスリング・リーグ戦において８連勝
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……本年一人の卒業生もなく，昨年と同メンバ
ーの近畿大学，ほとんど無傷の関西学院大学の
両校に引きかえて，多数のポイントゲッターの
卒業で戦力低下の，おそらく誰が見ても優勝の
要素のない，５，６位力順当の関西大学が,１1
連勝を遂げたことは伝統と気力とチームワーク
で勝ち抜いたとしか考えられず……。

奏し，…略…われわれの全勝優勝に終わった。
…略…心は，そのまま王座優勝にかたむいてい
た。…略…しかし６月16日，突然,経済学部に
ストライキが起こった。数日後，学園は，次々
と彼らによって封鎖されていった。もちろん本
部も占領された。「本部の地下／｣。われわれ
は袴然とした。そこには，われわれの汗が深く
しみ込んだマットがあった。練習は，やむなく
中止された。われわれに不安の日々が続く。…
略…仮の道場を借りた。しかしそこでの練習は
ごく短いものだった。マットを借り受ける資金
が続かなかったのだ。再び道場を探すはめにな
った。…略…落ちつかない日々力端いた。…略
…練習に身が入らない。「やはり，ここではダ
メなのか？｣。幹部の胸には，一抹の不安が生
じた……。

こうして秋も勝って12連勝となった。この12連
勝は，関西大学レスリング部のリーグ戦連勝記録
の３大記録(昭和29年秋から昭和31年秋までの｢５
連勝｣，昭和35年春から昭和37年春までの「５連
勝｣，それにこの「12連勝｣）のひとつであり，通
算27回目の一部リーグ優勝の記録である。
さてこうした記録は部員の自覚なしには成りえ
ない。またOBの情熱と支援がさらに彼ら現役を
発奮させなければ,成就しないことは,言うまで
もない。現在の監督としての立場から，絶大の敬
意を，その両記録の当事者ならびにすべての記録
に携わった諸氏に捧げたい。

この一文を読んで，近々こうなると，既に関係
者は想像していたのである。この大学紛争は１年
遅れて関西大学にも波及した｡昭和44年６月20日，
「ヘルメットにゲノ艫，覆面で武装した全共闘に
属する諸君力弛の大学生と共に，突然，大学本部
のある関大会館に乱入し，これを占領」し，会館
の破壊を始めたのである。この時のゲバ学生の要
求のひとつに，「体育推薦入学」の廃止があり，
同時に「関大右翼体質を打破する」のスローガン
のもとに，体育会がそれに加担しているという噂
や，全共闘の女学生を体育会が誘拐したという噂
などを盛んに一般学生に吹聴していたのである。

大学紛争
昭和43年頃より東京方面の大学に端を発し，全
国的に大学紛争が激化し,大学スポーツもその渦
中に巻き込まれるようになった。このことはかな
らず関西地方にも近々波及するであろうとたやす
く予想できた。関東学生レスリング連盟ではその
春のリーグ戦は圧倒的優勢で日本大学が優勝して
いる。秋の王座決定戦に向けていた時，大学紛争
に巻き込まれてしまった。このことは当時大学関
係のレスリング指導者の間で色々と興味深く我が
身と照らし合わせて話題とされたものである。当
時の日本大学レスリング部の部員が「学園紛争と
レスリング部」と題して次の一文を寄せている。

部活動の低迷化の外因
この頃の激しかった紛争はそのまま尾を引いて

数次にわたったのである。その間，大学の機動隊
導入によるロックアウトカ蝋回にわたってあり，
体育会所属の運動部も練習スケジュールを大幅に
狂わせることになった。また，日曜日，祭日の学……昭和43年６月４日われわれの努力が，功を
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降長らく低迷を続けて，やっと昨今（昭和52年当
時)往年の日本大学の威厳をとりもどしつつある。
しかし往時の域には遠く及ばない。我がレスリン
グ部にあっては，昭和44年，阿部裕，太田正志，
平野泰啓，和田惠夫の４名が入部し，しかもその
年の「12連勝達成」のときでもあったので，彼ら
は我が部の伝統白癬習法を身につけた。だが，彼
ら４名の前に，「４回生」になるまで立ち塞がっ
たこの紛争である。彼らのみならず昭和44年以降
の４回生はリーダーとして，この紛争の被害を被
りながら,頭を痛めたのはもちろんのことである。
昭和47年度の主将和田恵夫は関西大学『体育会誌』
に次のように書いている。

内立ち入り禁止午後８時から午前８時までの学
内立ち入り禁止事項などの措置がなされ，教育後
援会が学生のために寄贈した「合宿所」の使用も
禁止措置がやむなくとられることになった。これ
らは部活動に多大の支障をもたらす結果となっ
た。こうした状況が50年１月17日に至ってもまだ
続いていたのである。すなわち学生の一部が学費
値上げ白紙撤回を要求し,各学舎を封鎖し，教室
その他の重要施設を破壊した。これは学費値上げ
反対闘争のため入試実施の妨害をもくろむもので
もあった。
この長い紛争は，過激派学生の学内ゲバ殺人事

件，学内での爆発物投下事件なども含み,学生に
心の荒廃と，無気力と，それに相互の不信をもた
らした。かなり以前より学生の間では，「人間性
の疎外の克服」がテーマとして取り上げられてい
たことを思い合わすと,何とも皮肉なことだった。
この様相は必然的に体育会の各部にも影響をもた
らした。部員のなかには，目標を見失って，退部
するものが続出した。またその間,幾度か迎えた
新入生もそうした状況下にあって混迷し，入部希
望者も激減してしまった。
ちなみに昭和44年に,それ以降の「体育推薦入

学制度」が廃止されるに至ったが，この制度によ
る入学者もすでに漸減方針を実施しておって，こ
の年のこの制度による入学者は全学で｢66名」（全
クラブ対象で）の枠内ということになった。しか
し実際の入学者，入学試験の結果，その「66名」
を下回っている。こういう状態であったから，新
入生のなかに，自発的な入部希望者を見つけるこ
とに依存しなければならない。そのときの，無気
力さの蔓延である。自発的入部希望者もほとんど
期待できなかった。

写真ｂ昭和44年当時「みんな頑張ってます」

……我が部は，昭和23年に創設されて以来多く
の輝かしい戦歴を残してきました。ローマ・オ
リンピック７位東京オリンピック優勝の市口
政光先輩をはじめ，全米選手権大会および世界
選手権大会に多くの先輩を輩出し，西日本リー
グでは，通算27回の優勝（内1２シーズン連続優
勝も含む｡）を成し遂げ今日に至っています。
ところがここ２，３年体育会全般に言えること
ですが，部員の減少に悩まされて，思うように
練習さえできない状態です。多くの先輩により
築きあげられたこの伝統あるレスリング部を立

最悪の条件下での努力
先に述べた日本大学も紛争の煽りで昭和43年以
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て直し,大きな前進を図るためには,まず，「①
部員を一人でも多く集める」「②部の体質改善
を図る」「③全員のモラールの向上を図る」な
ど多くの問題を抱えております。これらの問題
はどれを取り上げても，今日のレスリング部よ
り，切り離せない重要なことばかりです。今，
このピンチに立たされている我がレスリング部
では,部長,監督をはじめ,主将以下部員一同，
学友諸君の「入部」を仰ぐものであります。

蕊歳!§“繋灘

写真Ｐ昭和44年当時の「大学紛争関係資料」まさに部員獲得に苦労するときが，始まろうと
していた。さて，長々と堀江前監督の受け持ち範
囲におよんだが，それはかようなときに監督を務
められたことに対する，敬意の一端を通常の表現
体によることなく克明に記しておきたいからにほ
かならない。また癖ﾛ44年の秋季リーク戦におい
て，紛争の最も激しい年にあって優勝したこと
は,監督とコーチ陣の，それに指導協力のあった
諸先輩方の，さらには当時の現役諸君の，並々な
らない努力があってのことで,そのことを特筆し
ないわけにいかないからでもある。特にその当事
者であった現役諸君には賛辞を贈りたい｡同時に，
母校に就職して以来，身近にいながら部員減少
にひとつの歯止めをすることのできなかった，
コーチとしての，私の非力を深くお詫びしたい。

の２名もその後退部してしまった。ｌ回生は飯田，
岡田，片野の３名が入部し，久々に新人が入部し
た,というような状態であった。しかも棹紛争
下にあって，練習の系統性を欠くようなときで，
部員も時として心情の落ち着きを失いがちであっ
た。こうした練習にも員数的に事欠く始末のとき
ではあったのだが,堀汀監督のもとに，昭和47年
度は，次の方針を決定した。
し昭和47年度のメンバー不足分は柔道部より
借り受ける。
P４回生の練習計画は従来どおりにする。
い’回生は彼らのペースに任せて練習意欲の
向上を待つ。
この決定を当時の４回生は理解してくれた。も
ちろん部員の勧誘には努めた。だが効果はなかっ
た。問題は，春に２部落ちしてしまったが，その
後の３名の１年生を従来どおりの方針で練習させ
ていたら,もしかすると秋には1部復帰も可能で
はなったのかという「反問」であった。だが指導
陣の決定は’そうではなかった。昭和44年度以降
すでに転換期を目の当たりにしてきて焦燥にから
れていた指導陣は，昭和47年度のｌ回生より新た
な分節を付けて，関西大学の状況下において，新
しい方途を選択せざるをえないと決定していたの
であった。

新しい出発
私が特に昭和47年にこだわるのには次の理由が
ある。当時の４回生は前出の主将和田，副将太田
と阿部,それに主務の平野の４名である。３回生
には，唯一第２部に籍を置いていた屋麻戸が，仕
事と勉学の合間にレスリングをやりたいというこ
とで，２回生になってから練習に参加するように
なるまでは,昭和45年以来一人も入部していない。
２回生は，３名いたのだが,l名が部を去り，他
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そんななか，主将の富田力が，関大魂をフルに
発揮して，ひとり気をはいてくれた。その闘いぶ
りは「関大の４年生は強い」の伝統をまざまざと
見せてくれるものだった。富田は認められて学連
規定の「敢闘賞」を受賞することになった。閉会
式での授与に際して，富田は，すべてから大きな
拍手で讃えられていた。それほどにも関大の主将
の「関大ぶり」を見せてくれたレスリングであっ
たのだ。どんな逆境にあっても，この｢関大ぶり」
の伝統は，これからも守らなければならない。そ
の「見本」を見せておく，と富田が，後輩たちの
ために，残してくれた財産ではある。
この年の個人戦では，西日本学生選手権大会に

おいて，フリーで62キロ級の富田３位グレコで
57キロ級の森本３位・74キロ級の太田３処また
関西選手権大会において，フリーで62キロ級尾上
１位・62キロ級富田２位・57キロ級森本３位・６８
キロ綱日田３位・90キロ級藤田裕充(OB)2位。

この当時，紛争の影響があって，学生間に，物
の考え方において，かつてないほどの大きな断層
が見られた。それを４回生も理解して，いわば彼
らの卒業後，その１回生たちに，跡目を引き継い
でくれることを託したのではあった。４回生の決
して近視眼的ではなかった勇気ある選択を誉めな
ければならない。この決定に対して，当の指導陣
たちがもった唯一のもどかしさは，その４回生諸
君に，２部落ちの悲哀を嘗めさせたことである。
そして次の年よりの新方針のもとでの「不死鳥の
飛翔」に望みを馳せたのである。（伴）

◇

2．昭和45年（1970）・辛労の年

風俗・流行・歌ウーマンリブ・万博／
SLブーム/J)『走れ．ウタロウー』

3．昭和46年（1971）・大きな断層いよいよ辛労の年を迎えることになる。「12連
勝」から，一気に，第５位の春のリーグ戦になっ
てしまった。ただし余韻がある。その余韻を他大
学は恐れて評価してはいた。だが絶対的な駒不足
は，いつまでも，馬脚を顕さずにはおかない。こ
の年の全貌は,本誌の｢青春のパライストラ1970」
欄において，吟味していただきたい。その欄に，
「なぜノレスリングしているのか？」と題して，
昭和45年度「学連の目」などの関大評と併せて，
堀江監督談などを，紹介してある。戦力低下を来
すと，当然のことに，話題も少なくなる。その
エッセンスの重複を避けるために，「春・１部５
位」「秋・1部３位」の事実だけを記しておきた
い。富田主将，尾上副将，増田主務，川那辺，佐
藤の４回生が頑張ってくれたものの，「どうした
のか関大ノ」と同情の声が上がるほどの苦戦ぶり
であった。

風俗・流行・歌脱サラ・ホットパンツ
／言葉「ドルショック」/j『知床旅情』

この年の様相も,｢30周年記念誌」から，堀江
言謎をそのまま引用しておく。

◇
昭和46年度は，山田主将のほか，わず力森本副
将，米北，稲本を含めて10名足らずの部員で奮闘
しました｡春のリーグ戦での主将の声は｢昨年は，
春季５位から,秋季３位へと上昇ムード｡今季リー
グは母校の名誉にかけて頑張りたい」で，関係者
は「部員減少で苦しいが，重量級が山田主将をは
じめとして，和田，太田とまったく安定している
ので，軽量級次第の試合展開になるであろう。復
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大｣。前人未到の「リーグ戦27回優勝の関大｣。そ
の関大が２部落ちしてしまったのである。その痛
恨の全容を堀江監督が，「30周晴己念誌」に語っ
ている。また本書においても，その全文を，「青
春のパライストラ1972」欄に収録してある。その
一部と重複するのだが，この箇所だけは，ここに
引いておきたい。

◇
……なにしろ大学の本質である学問さえ正常に
行えませんでした。我力郡に限らず他の部も壊滅
的な打撃を被り，活動は気息奄奄でありました。
かく申せども当事者であった指導陣の力不足は否
定できません。真に，45,46,47年度の部員には条
件の悪いめぐりあわせでありましたが,その経験
を生かして，ご精進されんことをお願いします。
また，最悪の条件下の奮闘に誇りをお持ちくださ
い。我々指導陣もことあるごとに当時を語って，
貴重な経験に感謝しております。（堀江）

◇
この引用箇所の「吐露」について，単に堀江監

督のみに，その呵責の念を負わせるわけにいかな
い。補佐したコーチ陣神谷，伴，光冨にも大い
に責任の一端がある。思えば，噺ﾛ44年，関大で
大学紛争が勃発した年から，それこそ数えきれな
いほど，堀江｢会議所｣に,結集して善後策を練っ
たことか。それは，堀江，神谷，伴，光冨の４人
だけではなかった。佐々木前監督，堀江監督をと
おして，あの「12連勝」の金字塔を打ち立ててく
れた，多くの強者のうちから，常に何人かは,加
担してくれていた。まだ関大レスリング部OB会
が，現在のような堅固な支援体制を確立していな
いときのことである。大勢の善意が支えてくれて
いた。にもかかわらず，この結果になってしまっ
た。改めて，この痛恨の，関大レスリング部50年
史の「１頁｣をここに記録しておきたい。同時に，
さらに改めて，この苦難の「年」を闘ってくれた

調した稲本米北の実力は問われるが，森本阿
部等は，試合経験豊富であるので彼等次第で優勝
も望める」と，関大の奮起を期待していました。
だが，春は５位に終わり，「心機一転今季リー
グは母校の名誉にかけて頑張りたい」と，秋に，
成果を問うことになりました。
この関大チームを，「西日本レスリングの歴史
を支えてきた関大だが，２，３年生の間に大きな
断層がある。部員減少で苦しいが，森本，主将山
田，和田，太田という４人のポイントゲッターが
いるだけにあと一つ勝ちたいところ。２年に期待
できないので鵬‘，平野にウエイトがかからざる
をえない。最も，今季リーグ，伝統と意地を発揮
してほしいチームである」と周囲は冷静に見てい
ました。これに応えて秋季リーグ戦４位と意地を
みせてくれました。（堀江）

◇
この年の個人戦では,西日本学生選手権大会に
おいて，フリーで68キロ級山田１位，グレコで５７
キロ級森本３位・68キロ綱ﾛ田３位・74キロ級山
田1位。

風俗・流行・歌日本人論ブーム／晄惚
の人・パンダ/j『瀬戸の花嫁』

４．昭和47年（1972）・２部転落
部員不足は深刻そのものだった。しかも「しら
け」の時代。和田主将,太田・阿部両副将，平野
主務の４名の４回生にとっては痛恨の年になって
しまった。昭和44年以来，関大レスリングは，大
学紛争の暴威の前に,部員を獲得することもでき
ず悶々としてきた。その苦闘ぶりは既に書いてあ
る。そして，この春，関大レスリング部は，第２
部へ転落してしまった。西日本きっての王者「関
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当時の現役諸氏に，そしてその現役を支えてくれ
たすべての善意に感謝しておきたい。
さて堀江監督は，この年かぎりで，仕事の都合
もあって監督の任を辞することになった。栄えあ
る「12連勝」を達成することにはじまって,痛恨
の，「２部落ち」の年までの，もっとも落差の大
きい,過酷な任期であったかもしれない。しかし，
これが｢歴史｣である。痛恨の経験は，その人に，
その当事者にしか感号しえない，「何か」を残し
てくれる。「何か｣でいいのである。その「何か」

は，大学紛争で不穏な空気が漂いだして以来，久
方の代表を関大から参加させることができて明る
い話題を提供してくれることになった。

5．堀江監督の総括

堀江茂雄は,｢30周年記念誌」の「30年のあゆ
み」に寄せた手記を「塵却」と題している。すな
わち塵胡とは，「塵点却」の略で，極小と極大の
数を意味していて，極小と極大の流転が織りなす
その間に，はかりしれない時間の流れがある，と
いう意味ではある。昭和43年から昭和47年の間，
関西大学レスリング部史上,最大の栄冠「12連勝」
を経ての，未曾有の「２部経験」へと，実時間は
「５年間」に過ぎないのだが，精神世界において
は，やはり「塵却」の時間が去来したと表現すべ
きことであったに相違ない。その堀江「塵胡」の
「まとめ」をそのまま引いておく。

◇

写真し「ソ連遠征」の松浪さんと和田さん
（松浪＝右から２人目・和田＝左端） 個人戦展望

昭和43年春倉橋，阿部の両選手を全米選手権大
会に送りました｡阿部はグレコの57k鍬で２位に
入賞しました。また同じ頃国内では，メキシコ五
輪の第１次予選会が開かれ，藤田がグレコのライ
トヘビー級の２位となり気を吐きました。これら
の３選手に期待して関大では盛大に壮行会が開催
されました。

が学生スポーツの神髄であるはずだ。
この年の個人戦では，西日本学生選手権大会に
おいて，フリーで68キロ級和田３位・82キロ級太
田２位。また全日本学生選手権大会において，グ
レコで82キロ級太田３位。さらに日本体育大学卒
で関大コーチを長年にわたって務めてくれた藤浦
義隆（関大OB会名誉会員）が，この年の，全日
本選手権大会のグレコ62キロ級で優勝している。
藤浦はこの頃大いに関大レスリングを手助けして
くれている。その藤浦の活躍を現役が祝福したこ
とは言うまでもない。
この年，和田恵夫が，ソ連遠征メンバーに選ば
れている。同遠征には,OBの松浪啓一が同チー
ムのコーチとして参加している。この海外遠征で

４月５日，本学第１グラウンドにおいてレスリ
ング部の倉橋裕（経４)，阿部進（文３）＝全
米選手権出場のための渡米，藤田裕充（経２）
＝メキシコオリンピック候補，の３名の壮行会
が行われた。中谷学長，久井理事長なども出席
され，また本学レスリング部OBの関西大学体
育OB会副会長の松井氏は，応援団を先頭にグ
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レコで57kg級阿部(1位),同平池(2b),62kg
級西岡（２位),68kg月脚(2伽,74k鍬山田(3
曲,82k鰍太田(3位）でした。
昭和4奔は，西日本学生選手権大会で，フリー
62kg級富田が3位グレコ57k鰍森本が３位，同
74kg級に太田が３位に入賞しましたが，この頃よ
り部員減少にともない，個人戦においても，低調
が続きます。
昭和46年は西日本学生随一の68kg級山田が,西
日本学生選手権大会で,２階級優勝（フリー68kg
級，とグレコ74kg")を飾り，不振下の関大に鋭
気をもたら．しました。また同大会のグレコでは，
ほかに57k鰍森本(3位),68k蝿和田(2位）
などが活躍しました。
噺ﾛ47年は，主力の４回生４名の少数精鋭で臨
まなければなりませんでした。そうしたなかで，
太田が全日本学生選手権大会のグレコ82k鰍で第
３位に入りました。当時実力では西日本学生ナン
バーワンの和田は，故障の不運にみまわれおし
て出場した西日本学生選手権大会の68k鰍フリー
で３位に入賞しました。またOB関係では，市口
政光，伴義孝両OBが，ミュンヘン・オリンピッ
クの樹ヒコーチとして活躍しました。

ラウンドを入場行進するレスリング部員を見て
感激もひとしおの様子であった。吹奏鶏Kの演
奏する学歌，応援歌ののち，倉橋主将より力強
い謝辞が述べられ，盛大のうちに壮行会は終わ
った。倉橋，阿部の両選手は壮行会が終わると
すぐアメリカ遠征の途についた。……略……こ
れら３選手に対して，特に壮行会が開かれたの
は，３人に対するメキシコオリンピックへの期
待，海外遠征における好成績がその因である。
今後とも，彼らに激励を送り，大いに期待しよ
う。（発行月日不詳『関大スポーツ』）

この隼西日本学生レスリング選手権大会に次
の入賞者を出しました｡フリーでは57kg級平池(3
位),68kg級長井(1位),同北川(3位),74kg
級倉橋(l伽。グレコでは52kg級稲本(2E),
同西尾（３位),57kg級平池(1伽,62k轍西岡
（２伽,68kg級笹井(2伽,74k鰍長井(1位),
82kg級倉橋(2位)。また全日本学生選手権大会
では倉橋がグレコの74k鰍で３位に入りました。
昭和44年２月，前年のメキシコ五輪の関係で４３
年度の全日本選手権大会が大阪で開催されまし
た。特筆すべきは,当大会でのグレコローマン・
スタイルに出場の３選手の活躍でした。フライ級
で平池雄三ｶ坪山選手（社会人ナンバーワン・後
のミュンヘン五輪２位）などを向こうにまわして
第２位ライト級の長井暁が優勝者の荒木選手(日
体大)と大接戦を演じ惜しくも第２位,ウエルター
級で倉橋選手が岡選手（国士舘大出）など強豪を
相手に善戦し第３位になりました。優勝者こそ出
しませんでしたが，全員メダル獲得は関西勢に刺
激を与え，関東一辺倒に一矢を報いました。この
年，発奮した部員は，全日本学生選手権大会で阿
部が３位になりました。また西日本学生選手権大
会では，フリーで57k鍬阿部(2位),同稲本(3
位),68kg北川(2位),74kg級山田(2位),グ

選手のプロフィール
このように混舌側でありましたが，各年度は伝

統のまとまりで，各々味のある雰囲気をだしてい
ました。また昔日のようなサムライは少なかった
ようですが，格闘競技者らしく，独特の個性の強
い選手がいました。
倉橋時代は彼と強烈長井がコンビの妙を得て，
そこに一風変わった笹井，村上がおり，人間集団
の面白みがありました。
北川時代は，この「俊治」力溪に良い男で一筋
縄ではいかない平池，阿部，服部，井宮などの同
輩を率い，富田，山田というムツカシイ後輩を統
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率していました。ここに一筆加えると，西岡禰白
がいます。労働，勉学，それにレスリングとどれ
も怠ることなく，４年間を頑張りとおし，境遇に
負けない意思力を感じさせました。
富田時代は，彼自身「細い体」に蛎丁って，独
特の片足タックルを完成し，尾上，増田，川那辺
などと周囲の悪条件と闘いました。
山田時代は,彼のあの｢人を食ったような風貌」
から想像もできない神経の行き届いたリードが，
同輩の米北，稲本，また後輩に注がれました。ま
た彼を助けた森本は地味ながら好青年でした。
和田時代は,彼が実に豪快な男で,いまも変わっ
ていないのは嬉しいことです。太田，阿部，平野
もバランスのとれた人物でした。

戦での大西司人の執勘な攻撃は「関大魂」の復活
にほかなりません。
私の申し上げるべき科白ではありませんが,後
輩諸氏におかれましては,OB会の再編成もあり，
これを機になお一層のご支援のほどを賜りたいも
のと存じます。また現役および今後に入部してく
る諸君は，この「30周年」を出発点にして，伴監
督（昭和48年度～55年度）のもとに，レスリング
を通じて人格の陶冶に励み，それを超越して一個
の人間道を完成し，さらに関西大学レスリング部
を関東の大学に伍するチームに飛躍させてくれる
ことを懇願します。
末筆ながら，陰に日向に，コーチ陣と選手を叱
吃激励してくださった高堂俊彌部長に心から感謝
いたします。また良きコーチであった撫寸山栄治
君の霊の安らかならんことを祈ります。

◇
昭和47年度をもって，堀江茂雄は，監督を勇退
した。そのおりのj心嶢は，年月を経て記した，こ
の「塵却」に述べられている含蓄に寸分とも違わ
ないものだと思える。昭和48年度からは，伴義孝
が，監督を引き継ぐことになる。（完）

期 待
最近(昭和52年頃)キャンパスにも平和が訪れ，
部員数も以前に劣らぬぐらいになり，新時代を迎
えようとしております。戦力はまだ往時に遠くお
よびませんが，徐々に実力が向上しているのはま
ことに嬉しいことです。昭和51年度の秋季リーグ

昭和47年３月，本学考古学研究室のメンバ
ーは，奈良県明日香村で極彩色の壁画をも
つ高松塚古墳を発掘して世間を驚かせた。
教員と学生が寝食を共にして行われるこう
した野外調査は，新しい大学教育のあり方
に一つの示唆を与えるものであった。
（『関西大学百年のあゆみ』より）

写真Ｐ「飛鳥高松塚古墳の壁画」昭和47年発掘
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